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次の2次関数のグラフをかこう
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(1)，(2)の2次関数のグラフと
x 軸との共有点の座標を求めよ
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y = 0とすると，

よって，x軸との共有点の座標は，
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y = 0とすると，

よって，x軸との共有点の座標は，
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の場合にグラフと y = 0 とした
2次方程式の解はどうなるか調
べてみよう
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次の2次関数のグラフと x 軸と
の共有点の個数をグラフかかず
に求める方法を考えよう
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y = 0とすると，

よって，解がないので共有点は 0 個
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y = 0とすると，

よって，解が 2 個なので共有点は 1 個
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2次関数のグラフと x 軸との共有点の
「個数」を求めるには

2次方程式の解の「個数」が分かればよい

判別式 D b ac= −2 4



判別式
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2次方程式 の解は

のとき，異なる2つの実数解（2個）

のとき，重解（1個）

のとき，解なし（0個）… 虚数解
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〔練習〕
次の2次関数のグラフとx 軸との
共有点の個数を求めよ
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 B4判のプリントにクラス，番号，氏名を記入し
て提出してください

 B5判プリントは，ノートに貼るなどして各自で
保管してください

次回の授業（10月28日）は，平常通りに第2
選択室で行います
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